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プロジェクト研究

プロジェクト研究に係わる道外視察報告

調査研究部

当センターでは，北海道の理科教育の質の確保・充実と，教員の資質向上を目指し，学校種間

連携による理科の系統的な学習プログラムの研究開発を行っている。今回，本研究開発を進める

にあたり，理科教育で先進的な取組を行っている福岡県及び佐賀県の学校と，教員の資質向上に

向けて先進的な取組を行っている佐賀県教育センターの視察を行ったので報告する。

［キーワード］ 資質・能力 学校種間連携 粒子概念

はじめに

当センターでは，学校種間連携による理科の

系統的な学習プログラムの研究開発を行ってい

る。今年度から始まった化学領域における研究

開発を進めるにあたり，スーパーサイエンスハ

イスクール事業や国立教育政策研究所指定の研

究において理科教育の質の確保・充実に向けた

優れた実践を行っている福岡県及び佐賀県の学

校と，教員の資質向上に向けて先進的な研修講

座等の取組を行っている佐賀県教育センターを

視察したところ，これまで当センターが進めて

きた研究開発における成果と課題の整理がなさ

れ，今後の研究開発に必要な知見が得られたの

で報告する。

１ 視察の概要

(1) 実施日

平成29年12月14日（水）～16日（金）

(2) 視察先と視察の観点

ア 福岡県立鞍手高等学校

学校全体で資質・能力をどのように整

理しているかという観点で視察した。

イ 佐賀県立致遠館中学校・高等学校

中高一貫校として資質・能力の接続を

どのように進めているのかという観点で

視察した。

ウ 佐賀県立佐賀西高等学校

科学的に探究する能力や態度の育成に

向けた生徒に対する指導をどのように進

めているのかという観点で視察した。

エ 佐賀県教育センター

研修講座等で学校種間連携をどのように

進めているのかという観点で視察した。

２ 視察ア 福岡県立鞍手高等学校

福岡県立鞍手高等学校では，科学技術イノ

ベーションを担う人材の育成を目的として，

生徒に育成したい資質・能力を整理し，学校

全体で共有し取り組んでいる。必要な資質・

能力は大きく７つに整理し，それらの７つの

資質・能力を授業等で実際に培う力としてさ

らに細分化して，構造化している（図１）。

図１において，例えば授業等で実際に培う力

の１つである情報処理スキルに着目すると，①

の基礎知識を活用し，授業を通じて情報スキル

を身に付けさせることによって，②の幅広い基

礎力を生徒に身に付けさせることができ，②の

幅広い基礎力と③の探究力を生徒に身に付けさ

せることによって，⑤の批判的思考力を身に付

けさせることができることが示されている。し
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図１ 資質・能力と授業等で実際に培う力との

関係
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たがって，情報処理スキルを身に付けさせるこ

とは，①，②，⑤の資質・能力と関連している

ことが一目でわかる。また，授業等で実際に

培う力が，資質・能力とどのように接続して

いるかを，年２回の授業公開週間及び代表者

による実践発表を通し，各教科・科目等の授

業で講じた手だてとともに学校全体で共有し，

授業改善に活用している。

本視察を通じ，資質・能力を授業等で実際に

培うことのできる力に細分化し，具体的な手だ

てを示しながら構造化することが有効であるこ

とがわかった。本道においても，旭川西高等学

校のように，資質・能力を構造化し取り組むこ

とで成果を得ている学校がある。しかし，高等

学校で構造化した資質・能力が，小学校及び中

学校で身に付けさせたい資質・能力と，どのよ

うに接続しているかの知見は十分に得られてい

ない。そこで本研究では，これまでの先行事例

等を参考にしつつ，小学校から高等学校までの

学びを通じて身に付けさせたい資質・能力を，

授業等でどのように具現化するか，学びの系統

性についての可視化を進めていきたい。

３ 視察イ 佐賀県立致遠館中学校・高等学校

中高一貫教育に取り組む佐賀県立致遠館中

学校・高等学校では，中高の学びを通じて生

徒に身に付けさせたい資質・能力を，「課題発

見力」，「課題解決力」，「俯瞰的な理解」と位

置付け，科学的な探究活動を通し育成するこ

とを目指した取組を行っている。

中学校では，高等学校における「課題発見

力」，「課題解決力」，「俯瞰的な理解」の育成

につなげるため，「高等学校での科学的な探究

活動のための基礎力」を身に付けさせたい資

質・能力の重点と定め，「学びに向かう力・人

間性等」，「知識・理解」，「思考力・判断力・

表現力」の３つの柱のもと，柱ごとに育成す

る観点を「理数分野の応用・探究への好奇心」

や「理数分野の試行錯誤の体験」等として，

育成することを目指している。また，高等学

校では，１学年で「課題発見力」を，２学年

で「課題解決力」を，３学年で「俯瞰的な理

解」を，それぞれ身に付けさせたい資質・能

力の重点と定め，３つの柱のもと，資質・能

力を育成する観点に細分化している。

さらに，学校種・学年に応じて整理した資

質・能力を，生徒の自己評価及び教員の授業評

価として活用するため，生徒及び教員が客観的

に評価できるようルーブリック表として提示

し，学校全体で共有し取り組んでいる（図２）。

図２ 致遠館中学校のルーブリック表の例
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一方で，致遠館中学校から致遠館高等学校に

進学した生徒と，他の中学校から致遠館高等学

校に進学した生徒の両者が，高等学校で同時に

探究活動を行う際，他の中学校から進学した生

徒の方が，探究活動の課題設定を科学的に行う

傾向にあることを研究の担当者から聞くことが

できた。現在のルーブリックは，その課題を解

決するために設定したものであり，資質・能力

の育成を図る上で，生徒及び教員が客観的に評

価できる形にすることが重要であることについ

ての示唆を得た。

本視察を通じ，育成を目指す資質・能力を

生徒の実態に合わせてデザインするとともに，

生徒自身が変容を客観的に捉えたり，教員が

変容を客観的に評価できるようにすることが

重要であることがわかった。そこで本研究で

は，当センターで実施している，観察・実験

等を通じて児童生徒に身に付けさせたい

資質・能力を示した研修講座との有機的な結

合とともに，客観的な評価の難しい資質・能

力をどう評価するか研究を深める必要がある。

児童生徒が「こんな力をつけることができた」

とメタ認知できるような授業プログラムの構

築と，教員が児童生徒の資質・能力の育成を

客観的に見取ることのできる評価方法につい

て，各校種における授業実践を通じ集約して

いきたい。

４ 視察ウ 佐賀県立佐賀西高等学校

佐賀県立佐賀西高等学校では，科学的に探

究するために必要な資質・能力の１つである，

「仮説を設定する力」を育成するための教材

開発を行っており，生徒自らが仮説を設定す

る能力の育成を行う方法として，授業ごと生

徒に，「疑問に思ったこと」を踏まえ「この疑

問を解決するための調べ方」，「調べたときに

予想されること（仮説）」をワークシートに記

述させている（図３）。そして，実践に用いた

ワークシート等の記載内容を分析し，その変

容を捉えることで，生徒が仮説を設定する際

に疑問に思ったことを疑問として記述できて

いないことや，実際に検証することが困難な

方法を書くことが多く見られたこと，疑問を

解決するために必要な条件制御に不慣れであ

ること等に課題があることを明らかにした。

これらの課題を解決するため，教員が授業

において「なぜこのような結果が出たのか」，

「それを調べるためには，どのような実験を

すればよいのか」といった発問をし，発問に

対する考えをワークシートに記述させる取組

を行った。その結果，記述内容に改善が見ら

れ，実験に必要な器具や，課題を解決するた

めに必要な条件制御等について考えるように

なった。一方で，「仮説を設定する力」の育成

が有効であることは確認できたが，この取組

を行う時間を確保することには課題があると

分析している。

本視察を通じ，「仮説を設定する力」を構成

する力の具体として，「疑問に思う力」や「課

題を解決するために必要な力」，「実験の結果

を見通す力」があることがわかった。一方，

細分化した力を身に付けさせる取組を，授業

に効率よく位置付けることには課題があるこ

とがわかった。本道ＳＳＨにおける先行研究

でも，生徒の主体的な課題設定が探究的な活

動において重要であるが，課題設定を生徒に

指導する効果的な方法については十分な知見

が得られていない。これは，課題を見いだす

活動が，小学校や中学校，及び高等学校の学

びに効果的に位置付けられていないことが原

因の１つと考えられる。本研究では，課題を

見いだす力を各校種ごとに細分化し，学びの

系統性の中で育まれていくという視点を，各

校種における授業実践の具体の中で示し，研

修講座等においても教員間で共有できるよう

図３ 佐賀西高等学校のワークシートの例
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にしていきたい。

５ 視察エ 佐賀県教育センター

佐賀県教育センターの化学領域の講座では，

観察・実験を通した粒子概念の形成を図るた

め，中学校と高等学校の系統性を踏まえて実

施している。講座における粒子概念の習得に

至る骨子は次の通りである。

これらの粒子概念の習得においては，観察

実験に基づいた巨視的視点と，粒子概念に基

づいた微視的視点との関連性を考慮すべきで

あるとしている。講座の前半は，中学校及び

高等学校の具体的な学習内容を例示し，学び

の系統性を中学校及び高等学校の視点で結び

つける内容の講義と研究協議を，講座の後半

は，中学校と高等学校の教諭による実践発表

の聴講や実験を通した粒子概念の指導に関す

る演習・協議等を実施し，全体を通じて中学

校・高等学校の系統性を踏まえ展開している。

本視察を通じ，中学校の粒子概念の習得に

至る視点と，高等学校の粒子概念の習得に至

る視点の共有が，教員の資質向上に効果的で

あることがわかった。一方，当センターでは，

学校種間を横断的する視点と，教科を横断す

る視点の，両視点を踏まえた講座を実施して

いる。現在本研究は，主に学校種間の視点で

整理を進めているが，小学校や中学校のもつ

領域を横断する視点が，コンテンツ－コンピ

テンシーマトリックスの整理に有効であるこ

とが示されつつある。今後の研究においては，

学校種間と領域間を横断する視点を踏まえた，

概念の習得を柱とし，生徒の資質・能力の育

成に寄与する研修講座の充実につなげたい。

６ 今後のプロジェクト研究に向けて

視察を通じ，本研究開発においては，粒子

領域で身に付けさせたい資質・能力を見いだ

し，その関係性を明らかにしつつ，学校種間

の接続を踏まえた整理が重要であることがわ

かった。その際，北海道内の各校種の優れた

実践をもとに整理を行い，授業で身に付けさ

せることのできる資質・能力を客観的に評価

できる形として明確にし，効果の高い実践事

例と合わせて紹介することができるよう研究

開発を進める必要があると考えられる。

以上のことを踏まえ，本プロジェクト研究の

化学領域の研究開発を進めるにあたり，次の

点に留意し研究開発を行っていく。

ア 化学領域で生徒に身に付けさせたい資

質・能力を明らかにすること。

イ 校種による学びの過程を整理し，粒子

概念に至る道筋を資質・能力と結びつけ

て構造化すること。その際，領域横断的

な視点も検討すること。

ウ 資質・能力を，授業で実際に培うことの

できる力としてわかりやすく示すこと。そ

の際，生徒の変容を客観的に捉えることが

できるようにすること。

エ 授業改善に資することができるよう，

具体的な実践例として示すこと。

おわりに

今回の視察で得られた知見を，今後の学校

種間連携による理科の系統的な学習プログラ

ム構築に生かし，北海道の理科教育の質の確

保・充実と，教員の資質向上に資するよう，

取り組んでいきたい。
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ｂ

Ｃ

ア 物質は粒子が集合して構成されるという考え。
↓

イ 原子，分子，イオンなどの構成粒子を用
いた粒子概念。

↓
ウ 化学結合や化学反応のメカニズムを考え
るときの基本概念として，原子を構成する
素粒子に着目した粒子概念。


